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要旨

　近年, 地球的規模の異常気象と言われており, 世界的に見ても自然災害リスクが増大す

る傾向がある中, わが国でも, 相次ぐ大型台風の襲来により, 全国各地で甚大な被害に遭遇

している. そこで, 本論文では, 過去４５年間の気象観測データを用いて, 台風の大型化,

勢力が強まってきているかを極値理論を活かして, 分析することを試みる事にした. 具体

的には, データを１９６８～１９８９年, １９９０～２０１２年の２区分に分けて, 一般化

パレート分布に当てはめ, それぞれの最大瞬間風速の再現期間を求めることにより, 襲来

台風が大型化しているかどうかを解析した.
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